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特集「快適な運用管理を支えるインターネットと
運用技術」の編集にあたって

敷田 幹文1,a)

近年はクラウドサービスの普及にともなって，これまで

以上に大規模な情報システムに集中化が進み，システム提

供側の運用管理者は負担が増大している．大規模な情報シ

ステムの構築にはコンテナ仮想化やそのオーケストレー

ション技術を用いて運用作業の自動化が進められている．

また，サービスを行うソフトウェアの開発やデプロイメン

ト（展開）に関しても，継続的インテグレーション（CI）

や継続的デリバリー（CD）を行って運用管理作業を自動

化・効率化する手法が用いられるようになってきた．これ

らの技術によって運用者の労力が軽減されつつあるが，ス

ケーラブルな技術を用いてさらに大規模になったシステム

を運用するために，基盤システムの運用に携わる提供側運

用管理者の負担は今なお高い状況である．

本特集号では，インターネットや情報システムの運用管

理を効率化し，利用者だけでなく提供側も快適に運用管理

を行うための技術に焦点を当て，これからの情報通信基盤

の構築および活用に向けた最新の研究，開発，実験，運用等

に関する論文を掲載している．本特集号は，インターネッ

トを始めとするネットワークシステムに関連する様々な運

用技術の発展に寄与することを目指し，インターネットと

運用技術（Internet and Operation Technology：IOT）研

究会が中心となって企画・編集を行った．

本特集には 13編の論文が投稿され，18名の委員からな

る特集号編集委員会を中心に査読が進められた．編集委員

会には，2019年末に「運用管理する人 “も”報われるシス

テムの構築を考える」というテーマで開催された第 12回

インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2019）の

プログラム委員経験者を迎えることにより，テーマの連続

性強化と IOTS2019の発表を元にした論文の投稿にもつな

げた．また，本特集号の論文募集に合わせて，IOT研究会

で「投稿予定論文に対するアドバイス制度」を設け，投稿

時の論文品質を向上させる取り組みを実施した．

最後に，本特集号を企画する機会を与えていただくとと

もに，その実施にご尽力，ご支援いただいた学会関係者各
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位に感謝するとともに，本特集号に興味を持ち優れた論文

をご投稿いただいた著者の方々と，多忙な中，多数の研究

成果を綿密に精査し，より良い論文にすべく有益なコメン

トをご提供いただいたアドバイス委員，査読委員ならびに

編集委員の方々に深く感謝する．また，編集作業をサポー

トいただいた副委員長および学会事務局の皆様に感謝す

る．本特集が読者への有益な情報となり，今後の情報通信

技術発展の一助となることを期待したい．
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